




















Study on the Content of Rhythm in "Childcare Guidelines" (1948) and 
"Instructional Music Rhythms for Kindergartens" (1953): 










































































































































































































































































































治図書  1953年  まえがき
25） 文部省『幼稚園のための指導書 音楽リズム』明





















































































明治図書  1953年  p.1
31） 同上
32） 同上  p.2














































































34） 文部省『幼稚園のための指導書 音楽リズム編』 
pp.11-2
35） 同上  p.19


















































































41） 小林つや江、戸倉ハル『リズムの指導』  p.4
42） 同上  p.12
43） 同上  p.13
44） 同上  p.17



















































































50） 同上  p.14
51） 同上
52） 同上






















































































57） 邦正美『動きのリズム』万有社 1953年 pp.18-21
58） 同上  p.16
59） 同上  p.21
60） 同上  p.22
61） 同上  p.25
62） 同上  p.26
63） 邦正美『動きのリズム』  p.26
64） 同上
65） 同上

















































































68） 邦正美  『動きのリズム』　p.141
69） 同上
70） 同上  p.142
71） 邦正美『動きのリズム』　pp.141-2
72） 同上  pp.144-5
73） 同上  pp.145-6
74） 同上  p.1
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あり、戸倉の考えがそのまま反映されている
ことが確かめられた。保育内容において「郊
外の動物のリズム的活動、汽車・電車・自動
車等…空とぶ鳥、花にたわむれる蝶、昆虫等
の生活を･･･そのままリズム運動をして遊ぶ
のである。幼児が種々の経験をしたあと適当
な音楽を伴奏してやる･･･」と示されている
が、戸倉も、「たとえば、象の歩き方だとか、
汽車や電車のまねだとか、小鳥がとび、花が
開くすがた、そういつたものを各人各様に、
とりどりのポーズや、拍子によつて表現させ
てみる。そのうち音樂を要求して來たら何か
適當な曲を彈いてやる。75)」と述べており、
戸倉のリズム教育観がそのまま反映されてい
ることが確かめられた。（表2）
　次に、邦の考えが反映されたと考えられる
のは、『幼稚園のための指導書　音楽リズム』
「動きのリズム」における記述である。「動き
のリズム」の一般目標は、「自由に優美に身体
を動かす能力を養う 76)」であり、邦の『動き
のリズム』における指導の一般目標も「自由
に美しく身体の運動をなす能力を養う 77)」で
ある。また、これに基づく具体的目標５項目
もすべて邦の著作における記述と一致した。
その内容は次のとおりである。「自分の感じ
たこと、考えたことを、そのまま身体的なリ
ズムをもって表現する」、「音楽に反応し、リ
ズム的な動きをもってそれを表現する」、「大
きく伸び伸びとした動きができるようにな
る」、「美しい動きを見て、美しいと感じるよ
うになる」、「リズミカルな動きを楽しんです
るようになる」。78) さらに、評価の記述も８
項目のうち次の５項目が一致した。「音楽を
聞いて顔に表情を示したり、からだを動か
したり、運動を起こしたりするようになっ
たか」、「音楽の速度に合わせて歩くことがで
きるようになったか」、「音楽の強弱に応じて、
動きができるようになったか」、「大きくのび
のびした動きが、できるようになったか」、「美
しい動きを見て、美しいと感じるようになっ
たか」、「リズミカルな動きを楽しむように
なったか」。79) 一方で、『幼稚園の指導書　音
楽リズム』の「喜んで、動きのリズムを気持
ちのままに表現するようになったか」、「音楽
の拍子に合わせて、動きができるようになっ
たか」、「グループのなかにいるということを
考慮しながら、動きのリズムの表現をするよ
うになったか」80)、に該当する邦の記述は認
められなかった。これらの対照をまとめると
表３のようになる。
表2　保育要領「リズム」と戸倉の『リズムの指導』における記述
保育要領（試案）「リズム」 戸倉ハル『リズムの指導』（1949）
　郊外の動物のリズム的活動、汽車・電車・
自動車等の子供の興味深いもの、川の流れ、
空とぶ鳥、花にたわむれる蝶、昆虫等の生活
を･･･そのままリズム運動をして遊ぶのであ
る。幼児が種々の経験をしたあと適当な音楽
を伴奏してやるとリズム遊びはもっと面白
く、楽しくなる。
　低學年では専ら、生活の中に直觀される、
具體的な、いろいろな動作を、獨創的に表現
させたいと思います。たとえば、象の歩き方
だとか、汽車や電車のまねだとか、小鳥がとび、
花が開くすがた、そういつたものを各人各様
に、とりどりのポーズや、拍子によつて表現
させてみる。そのうち音樂を要求して來たら
何か適當な曲を彈いてやる。
75） 小林、戸倉『リズムの指導』　pp.17-8
76） 文部省『幼稚園のための指導書 音楽リズム編』
p.20
77） 邦正美『動きのリズム』p.141
78） 文部省『幼稚園のための指導書 音楽リズム編』
p.21
79） 文部省『幼稚園のための指導書 音楽リズム編』　
pp.24-5
80） 文部省『幼稚園のための指導書 音楽リズム編』　
pp.24-5
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表3　『幼稚園のための指導書　音楽リズム』と邦の『動きのリズム』における指導目標、及び評価
『幼稚園のための指導書　音楽リズム』 邦正美『動きのリズム』
指導目標 自由に優美に身体を動かす能力を養う。 自由に美しく身体の運動をなす能力を養
う。
自分の感じたこと、考えたことを、その
まま身体的なリズムをもって表現する。
自分の感じたこと、考えたことをそのま
ま身体的な（即ち動きの）リズムをもっ
て表現する。
音楽に反応し、リズム的な動きをもって
それを表現する。
音楽に反応して、リズム的な動きをもっ
てそれを表現する。
大きく伸び伸びとした動きができるよう
になる。
大きくのびのびとした動きができるよう
になる。
美しい動きを見て、美しいと感じるよう
になる。
美しい動きを見て、美しいと感ずるよう
になる。
リズミカルな動きを楽しんでするようにな
る。
リズミカルな動きを楽しんでするようにな
る。
評価 喜んで、動きのリズムを気持ちのままに
表現するようになったか。
―
音楽を聞いて顔に表情を示したり、から
だを動かしたり、運動を起したりするよ
うになったか。
音楽をきいて動き出し、その音楽の性質
によって異なったリズムの運動をするよ
うになったか。
音楽の速度に合わせて歩くことができる
ようになったか。
音楽の強弱に応じて、動きができるよう
になったか。
音楽の速度や強弱に一致するような運動
をするようになったか。
音楽の拍子に合わせて、動きができるよ
うになったか。
―
大きくのびのびした動きが、できるよう
になったか。
大きくのびのびした動きができるように
なったか。
グループのなかにいるということを考慮
しながら、動きのリズムの表現をするよ
うになったか。
―
美しい動きを見て、美しいと感じるよう
になったか。
リズムある運動を見て美しいと感じるよ
うになったか。
リズミカルな動きを楽しむようになった
か。
―
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おわりに
　本研究の目的は、現在の保育内容「表現」
領域、なかでも身体表現の原点として貴重な
示唆を得ることを目的とし、「保育要領」、お
よび『幼稚園のための指導書　音楽リズム』
における「リズム」の内容と、戸倉と邦のリ
ズム観、およびリズム教育観を照合し、その
影響を考察した。その結果、保育要領におけ
る戸倉の影響は「唱歌遊び」だけではなく、「リ
ズム遊び」にもあったことが確かめられた。
また、邦については、『幼稚園のための指導書　
音楽リズム』における「動きのリズム」の内
容は、彼のリズム観、およびリズム教育観が、
ほぼそのまま反映されたものであったことが
確認された。これまで、邦は保育要領改訂委
員会の委員として、どのような役割を果たし
ていたか、その詳細は不明であった。今回、「動
きのリズム」の記述がほぼ邦によるもので
あることが確かめられたことで、邦が保育要
領改訂委員として担った役割の大きさが明ら
かになった。これらのことによって、「保育要
領」、および『幼稚園のための指導書　音楽
リズム』における「リズム」の背景には、音
楽の要素としてのリズムにはとどまらない、
戸倉と邦のリズム教育としての目的があった
ことが改めて確かめられた。また、「保育要領」
の内容には、「自然の要求」、「自発的活動」と
いった言葉によって新しい教育の方向性が示
されている。それらを実現するために保育内
容に「リズム」の項目を立て、リズムによる
身体表現の重要性を示していた。しかし、５
年後に刊行された指導書では、具体的な教育
の内容を示したがゆえに、本質的な意味は後
退したことが確かめられた。これらのことか
ら、現在の「表現」領域の内容を把握するた
めには、「身体表現」、「リズム」などの言葉が
使われた背景を理解し、その基盤に、「子ども
の自然の要求」、「自発的」という意味があっ
たことを再認識する必要が示唆される。
　また、本研究で、戸倉がＪ＝ダルクローズ
の記述を引用して、音楽と「動きのリズム」
の関係について述べたことが注目される。邦
もＪ＝ダルクローズについては、様々な論説
の中で少なからず言及しており、ドイツ留学
の経歴からも深く研究していたことが明らか
である。今後、邦のＪ＝ダルクローズ観も明
らかにし、彼のリズム教育観を再検討したい
と考えている。また、今回の研究では、戸倉
の遊戯に関する検討が不十分であり、全体像
を把握したうえでの考察にまでは至らなかっ
た。今後の課題としたい。
　なお、本論文は、平成29年度、静岡産業大
学経営学部特別支援研究制度により達成され
た研究報告である。

